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2021䇗の哅竮כ╈僿磬ㅀ銶槆րPASSION 2026ցֽׄמ泘嘅

┩槡磬岷עյ二㑔٤زؠ٠تٜؕؗػٞؤ䫘牊の鶟㷣מ行
Ⳃ⯆の稷⽰יז⛂מ磬岷孨Ⳃֿ孨䓪յ稀י㍑䐝㓹鐧ֿ
禈גױ׀նגֹ׆外鼧梪㗞のכյو٭ٜءٝٚؠの哅竮ע
⯥䇗䈱־㍑䐝յ㚞┕냕յㅀ哅⮵沟յ鈐会社株╚מ䅯㷯
䎎僿硾⮵沟עյ㛻䆋מ㘃ⱶגױն⺨יױ׀חמع٤ْءج
מלםױ擻孱鞝の냕塛▞յ⸉掩乢の냕꾚յ擻孱の岜
䏅ꮶֿ㛻גז־׀ののյ╚ⱱ邮⿁מ㵚釐ֿ㔋鐧מ䫟燯

նגױםכ㘃⹜㘃沟ךع٤ْءجのיյ
☪ 䇗 䈱 րPASSION 2026ցのגع٭ذت 僃 磙 䇗 䈱 ֵך

2026䇗 ⱱ׃յ牧עמ מ 냕 յ㚞״ ┕ 냕7,500⧠ ⫃յ
EBITDA1,700⧠⫃յㅀ哅⮵沟1,000⧠⫃㲔杯מככյ
鞲儖のⲖ曍䓪ךכ׆┕⺸յROIC8%յROE10%泘
䧗ױն

自抅梪㗞・生孨梪㗞の⺸┕מ靹春׀ך⮆ꄇמ䤷鞲

⯥ ╈ 僿 磬 ㅀ 銶 槆րPROUD 2020ց2018䇗 2020䇗־
յM&Aעך ⻠ のחַׂי״ 㛻 㑔 䤷 鞲  㲔 产 նגױ

րPASSION 2026ցעその⹜犻僿כ⛣糋♀ׄյ㲔产ג䤷鞲
浓㲔מ⹜沟כ׆ׅםחמꄆ釱ױն5䇗ꝴの碵銶錃⤓
䤷鞲갮עյ⺱僿ꝴの峎❫⨑ⷋ갮注䎎の3,500⧠⫃מGHG䪶⭳
⯡峎䤷鞲300⧠⫃ⱶֻ3,800ג⧠⫃婊㲊ت٭ي銶槆
նױַי

その╈ךյ냕ַؓٛفت؝䓪䧏ה괏⿁ⴍ逷免✳מלם
自抅梪㗞・生孨梪כ״עսٜ٭فEVOH嘻耏ռؙ
㗞מ靹春邮⿁עיַחמյ釐㘃ⱶמ㵚䑴ג耆ⱱ㘃䍚
㲔产ױն

ն瑬└縖ױ⪋յPSA㵵עךյրPASSION 2026ցגױ
の釱憠ⱶֻג㓹嶖ך社会・梪㗞の靹春䈱鍐❫յ鍐❫の
냕ַのրPSA靹春邮⿁ցכ㲊紶יյその鞄㚞䦡㛻׆
泘عنبの؛ؚٛنع٭َגյ社会・梪㗞❫⡁ꄆ釱ךכ

䧗ױնPSA靹春邮⿁の⮵沟曍עյそ♓外の邮⿁מ奂י
냕ׂյ梪㗞靹春邮⿁の鞄㚞䦡㛻و٭ٜءٝٚؠֿכ׆の⹜
沟䦡㛻ױֿםחמն

ⱶֻיյؕ の״ג⭳ײ哅生◄םג二׆٤颯٘ب٭يؿ
䡵樋䤷鞲יכյ溿狒ꝧ氦䤷鞲䦡㛻מככյ⪒社ך䫟
鶟ַיDX関鵽⮆ꄇの䤷鞲㲔行ױն

2050䇗ٞحعشؾ٤ٍ٭㲔杯גׄ⺸מGHG䪶⭳⯡峎䤷
鞲עյ2030䇗800מךױ⧠⫃յそのֹה╈僿磬ㅀ銶槆僿ꝴ╈
㲔产י⠠⯥םյ⺎耆ֿױַי銶槆⫄⧠300מ
նױ

גֹ׆ 䡗 Ꝏ・䡵 樋 䤷 鞲 犉 哕 氳 מ 䫟 鶟ֿכ׆ַׂיյ
րPASSION 2026ցך炐ג熖ֿהג泘䧗㵧全の◄哅َ٭
յ自抅מםյֹךםמⳂⱱ⸊㲔杯؛ؚٛنع
梪㗞・生孨梪㗞の⺸┕の靹春כַׂיזֿםחמ澬信י
նױַ

靸ⳉ䥵䎎䏔ْッセーة

稤䏔䅻ⳉ㓴车䏔
磬ㅀ♿槆㲜䥵䎎、ئスطؔٛلػط 䫟鶟儖鼧䥵䎎、
نルトٚンスؚذةظルفローء ーْー٘ب ン䫟鶟㲜䥵䎎、
磬杼・靸ⳉ儖鼧䥵䎎

㛡鞦丒媩

自抅梪㗞・生孨梪㗞の向┕に
靹春で׀⮆ꄇに犉哕投資し、
炘⚡氳鐐갭の鉮婊を鵟て、⹜沟の
拡大כ資儖のⲖ曍䓪の向┕を㍲りまն
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積極的な成長投資とともに、株主還元を充実

「PASSION 2026」では、5年間累計で6,000億円の営業
キャッシュ・フローを計画しており、これを活用して将来の成長
と株主還元の充実を図ります。将来の成長に向けては、前述の
設備投資3,800億円に加え、M&A資金として1,000億円を確
保します。M&Aは、マーケットの状況を注視しつつ、将来性を
見極めた上で実施します。具体的には、資源配分を重点的に行
う事業として掲げた高機能プラスチックや歯科材料、炭素材料、
および関連するサービスなどの周辺領域がターゲットになると
考えています。成長が見込まれるこれらの分野は、クラレグルー

プにおいてすでに高いシェアと競争力を有していますが、さら
なる拡大を狙っていきたいと考えています。
これらの投資によって着実に利益を創出しつつ、それを成長
分野や環境貢献分野へ再投資する好循環を生み出していくこと
でさらなる成長を実現し、株主の皆さまに還元していきます。具
体的には、「PASSION 2026」期間中は、親会社株主に帰属す
る当期純利益に対する総還元性向35％以上、かつ1株につき年
間配当金40円以上を基本方針とし、収益を拡大することで株主
還元の充実を図ります。

納得感のある成長ストーリーを描く

クラレグループのTSR（株主総利回り）が近年低迷しているこ
とについては、いくつかの理由があると思います。米国子会社
の火災事故に関する一部の原告の方との訴訟が係属しているこ
とや、大型買収による業績貢献が十分とは言えなかったことに
加えて、クラレグループの成長ストーリーを納得感のある形で皆
さまに発信できていなかったことも要因の一つだと考えていま
す。「PASSION 2026」では、社会・環境への貢献を通じて、

社会から必要とされながら成長し続けることを目指し、それを
実現するための具体性、納得性のある戦略を示すよう努めまし
た。全社一丸となって情熱（PASSION）を持って計画を実行し
ます。未来に向けて成長するクラレグループにぜひご期待くださ
い。株主・投資家の皆さまにおかれましては、引き続きご理解と
ご支援のほどお願い申し上げます。

3,800億円
（決定ベース）

成長投資維持更新

戦略投資

◆  〈エバール〉新プラント建設
◆ LiB負極材関連投資
◆ 光学用ポバールフィルム増設
◆ 〈ジェネスタ〉第2期増設
◆ 〈ベクスター〉増設
◆ 水溶性ポバールフィルム増設
◆ 液状ゴム新プラント建設
◆ 歯科材料増設

◆  5年間累計で3,800億円（決定ベース）を
計画

◆  GHG排出量削減投資は300億円を 
計画するが、技術開発動向も踏まえ、 
2027年以降の投資も可能な限り前倒し
で実施

総還元性向35%以上

1株当たり配当金40円以上／年

自社株買い：弾力的に実施

2021年度実績 2022～2026
年度計画

総還元性向 36.9% 35％以上
1株当たり年間配当金 40円 40円以上

◆  資源配分を重点的に行う事業で 
M&Aを検討 
（高機能プラスチック、歯科材料、炭素材料など）

主な成長・戦略投資

成長投資

設備投資

M&A

株主還元

戦略投資
◆  GHG排出削減投資
◆  研究センター新設
◆  DX関連投資

営業
キャッシュ・フロー

（5年間累計）

6,000億円

資金調達

＋

株主還元方針

収益の拡大により、株主還元を充実

「PASSION 2026」期間中の設備投資額

財務戦略とビジネスアウトライン
財務担当役員メッセージ




